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一忠弘一

合

気、

議

一
巾
の
シ
ン
ボ
ル
で
お
る
事
関
沼
と
間
四
辺
の
盟
か
棺
櫛
熱
環
境
は
、
市
民
の
斑
欝
砂
純
一
宵
間
間
遠
で
す
。
そ

の
手
賀
沼
霜
辺
で
鍛
関
さ
れ
る
、
犠
々
な
事
鱗
者
樹
立
は
関
連
対
け
円
怖
が
お
総
合
也
し
て
、
市
践
の
鵠
も

が
手
躍
沼
立
母
ぢ
だ
く
な
る
よ
う
獄
、
賂
力
は
あ
ふ
れ
疋
控
隣
mm成
夜
行
う
定
め
の
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
と

し
て
出
版
毘
さ
れ
芝
の
が
「
ふ
る
さ
と
グ
手
賀
沼
d

ふ
れ
部
い
針
盤
L

で
す
a
内
締
は
、
一
計
薗
区
域
安
シ
ン

ボ
ル
ゾ

i
ン
、
親
水
・
部
図
ソ

i
ン
、
野
購
探
勝
ゾ

i
ン
、
フ
ア
ピ

~
u
iレ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ソ

l
ン
の

4
つ
に
誌
分
レ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
撞
備
方
針
を
明
日
か
む
し
い
応
部
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
部
は
、
計
麗

の
概
擦
と
紙
記
着
手
し
て
い
る
務
職
な
ど
立
つ
い
て
お
知
器
せ
し
ま
す
。
行
企
画
課
H
H

計

画

の
本

品川
4

焚
沼
は
市
民
の
心
の
ふ
る
さ

と
で
あ
り
、
接
交
と
文
北
を
は
ぐ

く
ん
で
き
た
悠
溶
均
黒
山
で
す
。

市
誌
の
皆
さ
ん
が
李
賢
泊
に
時

せ
る
思
い
は
、
現
状
の
ま
ま
あ
る

い
は
過
去
の
袋
に
民
し
て
保
全
し

た
い
、
時
ら
か
の
形
で
沼
は
接
し

た
い
な
ど
様
々
で
す
。

市
で
は
、
こ
う
い
っ
た
皆
さ
ん

の
熱
い
思
い
を
大
窃
に
す
る
た
め
、

手
銀
部
局
辺
む
お
け
る
現
況
路
地

の
特
米
に
わ
た
る
存
続
と
、
オ
j

ブ
ン
ス
ペ
ー
ス
会
優
先
さ
せ
た
土

地
特
閣
で
、
予
知
良
落
題
、
必
合
的
問
僻

し
て
い
こ
う
と
い
う
ら
の
で
す
。

つ
ま
り
、
ふ
る
さ
と
グ
手
交
沼
が

ふ
れ
あ
い
計
器
で
は
、
「
科
照
を
通

じ
た
保
全
」
と
?
っ
考
え
方
が
基

本
と
な
っ
て
い

空

間

と

整
慢
の

計
闘
臨
械
は
、
笠
宮
な
自
然
や

氏
、
文
化
な
ど
に
恵
ま
れ
、
礎
部

に
箆
ん
だ
空
間
明
、
す
。

こ
の
盟
関
搬
僻
に
あ
た
っ
て

は、川崎
J

焚
沼
と
そ
の
周
辺
を
品
川
金

し
、
時
T
賀
沼
態
辺
め
特
性
や
資
総

を
生
か
し
た
離
競
合
行
、
つ
た
め
、

次
の

6
つ
の
ふ
れ
あ
い
テ
!
?
そ

股
控
し
ま
じ
た
。

φ
水
と
の
ふ
れ
あ
い
ゆ
ぬ
ζ
の
ふ

れ
あ
い

φ
花
と
繰
と
の
ふ
れ
あ
い

③
土
と
の
ふ
れ
あ
い
⑤
税
・

7
7
人

と
の
ふ
れ
あ
い
母
出
火
と
の
ふ
れ

み
い施
設
凝
備
の
考
え
方
と
し
て
は
、

本
針
路
で
具
体
的
な
針
盤
対
象
と

な
る
も
の
で
、
税
先
的
は
概
略
附
加
す

る
こ
と
が
濯
ま
し
い
も
の
や
今
後

の
必
お
む
ね
S
年
間
に
事
鵡
治
手

が
考
え
ら
れ
る
も
の
‘
内
山
崎
で
現

在
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
土
地
な
ど

に
つ
い
て
、
強
備
計
画
を
定
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
況
燐
絡
は
つ
い
て
は
、

「
焼
諮
問
附
金
地
ほ
」
と
し
て
将
米

的
U
m開
会
し
て
い
き
、
定
域
内
で

土
地
利
用
の
法
相
民
が
生
ず
る
場
合

は
、
地
権
者
の
ご
協
力
を
持
な
が

ら
、
本
計
聞
に
沿
っ
た
土
地
利
用

っ
て
い
き
ま
ず
。

ゾ

i

ン
整

備

全
体
計
画
で
は
、
思
域
を
4
つ

の
ゾ

i
ン
に
ほ
分
し
て
、
各
ゾ
ー

ン
に
お
け
る
ふ
れ
あ
い
テ
!
?
会

相
立
に
関
連
を
持
た
せ
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
特
色
み
る
ふ
れ
あ
い
空

路
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
o

G
シ
ン
ボ
ル
ゾ
i
ン
3
手
淡
泊
公

開
を
中
心
と
す
る
一
替
で
、
市
の

顧
と
な
る
立
地
特
性
を
有
し
て
い

ま
サ
。
こ
の
た
め
、
こ
の
地
誌
は
出

会
い
と
憩
い
の
空
間
と
し
て
、
手

焚
沼
公
簡
や
中
市
穴
公
民
館
の
再
艦
隊

備
な
ど
そ
重
点
に
進
め
て
い
急
ま

す。

。
斡
水
・
昌
国
ゾ

i
ン
2

・
我
孫
子

高
校
鹿
滋
か
ら
沌
前
不
動
浮
間
河
辺

に
一
諮
る
地
区
で
、
路
地
主
心
に

多
様
な
土
地
利
用
m
が
怒
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
綿
々
の
土
地
利
用

の
特
憶
に
対
応
し
た
形
で
、
燥
地

の
部
会
と
と
も
に
、
手
資
沼
と
の

ふ
れ
あ
い
を
大
…
品
止
し
た
整
鍛
を

留
っ
て
い
品
ぜ
ま
す
。

。
野
鳥
搬
勝
ゾ

i
ン・
2
悶
発
…
門
的

民
の
森
を
中
心
と
す
る
一
帯
で
、

鳥
の
博
物
館
や
山
階
鳥
類
研
究

所
、
市
民
の
殺
な
ど
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
人
と
野
ぬ
が
共
生
で

き
る
ゾ

i
ン
と
し
て
将
米
的
に
盤

備
し
て
い
診
ま
す
。

。
フ
ァ
ミ
リ
i
レ
ク
リ
エ

i
シ
ョ

ン
ゾ
I
ン
3
五
本
松
公
開
側
、
手
資

詔
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
i
を
ψ

心
と
す
る
一
場
で
、
こ
れ
ら
蹴
彩

縦
設
と
の
整
合
を
と
つ
な
が
ら
、

健
康
増
進
盟
問
や
レ
ク
リ
エ

i
シ

沼
ン
活
動
の
場
を
整
備
し
て
い
冬

の
空
間
的
鍛
備
と
と

も
心
理
婆
な
の
が
、
ア
ブ
ロ

i
チ

ル
i
ト
の
接
的
湘
で
す
。

ル
ー
ト
は
、
問
中
に
線
と
し
て
と

ら
え
る
の
で
は
な
く
、
ベ
ル
ト
状

の
回
避
空
間
と
し
て
と
ら
え
、
ま

ち
づ
く
り
に
佼
紋
付
け
た
中
で
強

俄
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
法
ム
九

そ
の
た
め
、
交
識
や
段
や
日
目
的

地
な
ど
様
々
な
ア
プ
ロ

i
チ
に
対

応
し
た
、
ア
プ
ロ
ー
チ
・
謂
滋
ル
ー

ト
の
盤
備
を
一
行
っ
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い

帯
少
年
キ
ヤ
ヘ
r
a

矯
な
ど
に
γ

計
画
で
、
誌
は
叫
拍
手
し
て
い

業
を
紹
介
し
ま
す
。

A
V
腎
少
年
キ
ャ
ン
プ
場
(
フ
ァ
ミ

リ
i
レ
ク
リ
エ
;
シ
ョ
ン
ゾ

i

ン
γ
:
自
然
の
中
明
、
の
後
間
生
活

な
過
じ
て
、
情
換
や
社
会
性
別
説
か

で
儲
全
な
青
少
年
を
脊
て
る
た

め
、
五
本
松
公
開
制
の
憐
搬
地
心
盤

徹
す
る
a

も
の
で
、
平
成
S
年
の
開

設
は
向
け
作
業
を
進
め
て
い
渓
す
0

.
市
長
農
簡
の
撤
備
(
磯
水
・
郎
副

ゾ
i
ン
γ
:
市
民
が
識
し
く
土
と

ふ
れ
あ
え
る
空
間
と
し
て
、
休
刊
桝

取
を
利
用
し
て
整
備
寸
る
も
の

で
、
平
成
6
年
成
中
の
開
聞
に
向

け
た
持
識
を
一
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

4
年
皮
か
ら
新
た
に
滞

次
の
と

主義カあふれる窓期づくり冶推進

お
り
で
す
1

ψ
五
本
松
公
闘
の
整
鏑
ァ
ミ

リ
!
レ
ク
リ
ぷ

l
シ
向
日
ン
ゾ

i
ン
)

i
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
瀧
具
と
熊
絡
め

務
仰
を
行
い
、
キ
ャ
ン
プ
場
と
…

体
的
な
活
用
品
乞
可
能
に
し
ま
す
0

.
一
事
演
潟
溜
歩
道
と
展
望
休
憩
広

場
の
整
錨
(
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ン

i
親
水
・
尽
額
ゾ

1
ン

γ・
手
掛
舛
沼

公
協
か
ら
等
質
大
織
に
主
る
遊
歩

道
を
、
市
民
に
よ
り
親
し
ま
れ
る

空
間
関
と
す
る
た
め
、
獄
織
や
ミ
一
一

広
場
、
回
棋
盟
休
鰍
広
場
な
ど
を
腰

繍
し
て
い
き
ま
す
。

こ
的
広
報
紙
法
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

青少年キャンブ場探成予想諮
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生ごみをたい犯に変えるコンポストに補助金

市
で
は
、
平
成
3
年
度
か
ら
家

艇
か
ら
出
る
生
ご
み
令
処
糊
惜
し
、

た
い
胞
に
変
え
る
や
一
ご
み
処
麗
容

器
コ
ン
ポ
ス
ト
め
購
入
費
用
の
一

部
会
補
助
し
て
い
ま
す
。

。υ年
度
は
、

1
2
2
0
性
帯
、

1

6
0
0
基
一
の
コ
ン
ポ
ス
ト
が
設
澄

さ
れ
、
ゑ
ご
み
の
た
い
肥
化
等
に

よ
り
約
7
5
0
J
の
ご
み
滅
慢
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
G

平
成
4
年
度
は
、

s
o
o誌
に

制
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
ご
利
用

使
い
方
法
か
ん
た
ん

①
日
当
り
の
よ
い
土
め
上
を
よ
く

耕
し
て
地
中
S
Y
ぐ
ら
い
殺
め

ゐ
。
金
台
所
の
生
ご
有
機
苛
め

ご
み
を
投
入
(
腐
ら
な
い
も
の
は

不
可
)
。
金
魚
ご
み
が
お
勺
ぐ
ら
い

の
摩
さ
に
な
づ
た
ら
土
・
9
5
i
3

γ
の
感
さ
で
か
け
る
。
ゆ
ム
ヱ
の
や

め
バ
ク
テ
リ
ア
の
織
さ
に
よ
り
、

ご
み
は
探
勝
、
分
解
し
、
だ
い
想
化

さ
れ
る
。
。
生
ご
み
が
い
っ
ぱ
い

は
な
っ
た
ら
容
器
を
引
冬
あ
げ
、

下
部
の
黒
く
た
い
純
化
し
た
部
分

か
ら
使
用
。
米
諸
熟
の
生
ご
み
は

移
設
し
た
容
器
の
中
に
一
得
投
入
。

V
対
議
市
内
在
住
者

V
補
助
額

1
鴻
に
つ
き
3
0
0

0
円
二
喰
殺
2
器
ま
で
)

V
向
悶
仰
い
負
強
額

1
3
0
リ
ッ
ト

ル
煎

2
1
5
0円、

1
9
0
リ
ッ

ト
ル
湾
2
3
6
6
m門
(
消
費
税
合
)

V
勝
入
方
法
印
鑑
を
持
参
の
つ

、ぇ、し
込
ん
で
く
だ
冬
い
。

V
問
問
い
合
わ
せ
ク
リ

i
ン
セ
ン

タ
ー
岱
(
釘

)
0
0
1
5

一
手
賀
沼
公
園
に
ロ
ー
マ
字
併

記
の
観
光
案
内
板
を
設
置

第825器

日時 4月12日(自)

午前日時から午後4時

{爵叉の場合は19B tこ)1襲廷)
会場市住駅東日平成溜り高

j百街(下盟参照)

い
陽
気
に
携
わ
れ
て
草
木

も
一
斉
に
持
ぷ
怒
、
桜
め
花
も
咲

き
は
甲
布
佐
地
涯
の
此
悼
の

h
F
会
議
案
句

1

一
大
イ
ベ
ン
ト
新
縁
ま
つ
り
が
機

器
さ
れ
ま
す
。

今
年
で

8
賠
践
を
滋
え
る
こ
の

ま
つ
り
は
、
ん
均
年
大
山
崎
況
。
会
場
と

な
る
一
平
成
諮
り
商
府
街
に
は
、
子

ど
も
か
ら
大
人
法
で
縦
し
め
る
協

し
が
い
っ
ぱ
い

い
で
、
楽
し
い

一

〕

し

く

だ

さ

い

。

V
内
容
体
力
制
見
、
太
子
会
の

協
力
に
よ
る
包
了
m
m
g
(
一
人
2

了
ま
で
、
ハ
サ
ミ
不
可
)
、
花
の
無

料品ソ

i
ピ
ス
(
午
前
日
μ
降
、
と
午
後

3
降、

2
0
0
0体
て
管
内
目
前
、

チ
ン
ド
ン
濯
の
パ
レ
ド
、
地
元

の
お
は
や
し
等

V
問
い
合
わ
せ
新
総
ま
つ
り
民

一
行
繋
員
長
篠
崎
位
(
部
)
1
0
4

0
、
事
務
局
民
谷
川
君
(
印
)
1

円
，

a
T
立
。

手
質
問
公
隣
は
、
休
S
と

も
な
る
と
大
勢
の
稜
子
づ
れ

や
つ
り
人
で
に
家
わ
い
、
ゃ

に
は
外
国
人
の
姿
も
見
か
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

ニ
で
、
公
邸
の
人
口
に
ロ
ー

サ
ネ
併
記
の
観
光
架
山
内
板
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
〈
写
真
)
。

我
孫
子
治
は
、
十
U

く
か
ら

文
人
県
容
に
愛
さ
れ
、
そ
れ

つ
わ
る
史
綴
や
出
跡
の

L.レンタサイクル
3月28日から営業開始

多
い
と
こ
ろ
。
高
さ
2
・
4
5

灯
、
幡
2・
7
M
M

の
ゆ
州
内
誠
心

は
、
烏
め
持
物
館
や
水
生
植
物

調
か
ら
臨
め
地
域
の
史
跡
や
見

所
、
主
な
公
共
議
設
が
イ
ラ
ス

ト
入
り
で
一
京
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
今
後
、
公
開
閉
や
閥
抗
な

ど
に
、
こ
の
よ
う
な
案
内
板
を

つ
設
註
し
て
い
く

予
培
で
す
。

w
v
m
問
い
合
わ
せ

酪
工
観
光
課

dgzg@お知ら世
図書館湖北台分館の出入口も変蔓

あ
ゆ
み
の
郷
公
社
で
行
っ
て
い

る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
と
ミ
ニ

S
L

の
営
業
が
、

3
月
訪
日
(
土
)
か
ら

川
端
J

焚
港
公
罰
か
ら
五
本
松
公
悩

ま
で
の
遊
歩
道
沿
い
に
は
、
親
水

立
場
や
為
の
博
物
館
、
ち
ょ
っ
と

足
そ
の
ば
す
と
間
開
発
一
戸
市
民
的
搬

な
ど
見
ど
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

4
T
資
沼
公
閉
そ
拠
点
に
、
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
で
こ
れ
ら
の
趨
設
を

訪
ね
て
み
れ
ば
楽
し
さ
も
一
勝
広

が
り
ま
す
。

ま
た
、
ミ
ニ

S
L
は
子
ど
も
迭

に
大
人
気
。
-
問
2
5
0
幻
の
コ

ー
ス
は
、
鉄
構
や
ト
ン
ネ
ル
、
踏
切

が
あ
り
本
格
的
。
小
判
。
な
旅
の
気

分
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

水
道
局
で
は
、
湖
北
台
浄
水
場

に
建
設
す
る
粥
鹿
浄
水
処
理
施
散

の
第
1
鍛
工
事
と
し
て
、
潜
水
弁

め
建
設
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
部
じ
敷
地
内
に
あ

る
部
欝
館
湖
北
台
分
舘
の
利
用
者

出
入
口
が
、
友
図
の
と
れ
相
り
出
紘
一
犯

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
駐
十
車
場
は
鑓

え
な
く
な
り
ゅ
ぶ
す
の
で
、
一
阜
で
の

お
離
し
は
ご
迷
惑
く
だ
さ
い
。

本
事
期
間
中
辻
、
出
入
口
に
保

安
議
員
を
常
駐
忽
せ
、
利
関
加
者
の

安
全
線
探
令
部
り
ま
す
。
ご
協
力

会
お
願
い
し
ま
す
。

V
工
事
期
間

3
月

mm(月
)
か

ら
回
月
幻
自
(
土
一
)
訟
で

V
鱈
い
合
わ
せ
工
事
間
関
係
・
:
水

道
鍔
舵
水
計
関
係
官
(
お

)ol-

-
、
間
出
番
館
関
係
・
:
湖
北
台
分
館

岱
(
釘

)
3
0
6
5

湖北金浄水場略国
V
営
灘
間

3
刀
お
門
口
か
ら

AA
悶バ

S
B
(
日
)
ま
で
絡

4
月

日
日
(
土
)
か
ら
初
日
{
門
口
)
は
土
橋

日
明
日
、

4
H
n
m
日
(
水
)
か
ら
m
b

月

sm(枕
)
は
毎
夜
、

5
月
Q
M
門口

(
え
)
か
ら
は
侍
週
土
議
門
は
附
日
及

び
祝
口
川
一
雨
天
・
荒
天
の

V
営
繕
時
間

後
4
持

V
料
金
@
ミ
ニ

S
L
1
鰐
1
0

0
向
。
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
3
時

間
5
0
0
内
〈
小
学
生
以
下
半
続
)

wv
問
問
い
合
わ
せ
わ
ゆ
み
の
郷
公

社
岱
(
部
)
1
1

税
光
課

午
能
川
山
時
か
ら
午



鱒825号

つ一
む

科

し

百

ら

こ
く

ミ
「い

一、=g 6号

vγ
円
の
方
式
の
違
い
や
線
路
締
閥
、
グ
レ

i
ド
の
瀧
い

に
よ
り
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
機
識
も
多
種
多
損
。
ぉ
ょ
っ
と
レ

恕
番
組
を
銀
癒
し
恕
い
閥
、
決
定
的
な
揚
翻
そ
い
つ
ま
で
も

残
し
て
お
懲
恕
い
跨
な
ど
必
ず
ピ
ヂ
オ
テ

i
ブ
を
使
掃
し
ま

す
。
舎
部
培
、
ピ
デ
オ
テ
i
ブ
の
縛
命
を
伸
ば
す
保
管
法
椋
ど

に
つ
い
て
お
話
レ
出
品
レ
ょ
う
。

寵事欝

ヤ
ツ
ジ
に
は
自
備
が
あ
っ
た

が
、
ま
さ
か
残
れ
る
な
ん
て
夢
に

も
怠
わ
な
か
っ
た
」
と
江
っ
と
し

た
淡
構
を
見
せ
る
。

日
本
人
と
し
て
初
め
て
ア
メ
リ

カ
プ
ロ
野
球
の
務
判
日
合
格
し
た
。

「
や
る
か
ら
に
は
大
リ
ー
グ
め
務

判
そ
隠
指
し
ま
す
」
と
キ
ッ
パ
リ
。

議
校
時
代
は
、
野
球
部
に
入
部
、

プ
ロ
野
球
灘
手
合
夢
見
た
が
、
カ

の
競
合
感
じ
て
断
念
。
し
か
し
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
へ
の
思
い
は
捨
て
切
れ

ず
し
だ
い
に
ブ
む
の
審
判
に
興
味

を
持
つ
よ
う

ιな
っ
た
と
い
う
。

大
学
に
入
学
す
る
と
ま
も
な
く

「
明
治
神
宮
外
苑
審
判
協
会
い
に

所
属
。
軟
式
野
球
の
審
判
を
数
多

く
乏
な
し
経
験
を
つ
ん
だ
。

J
M分
の
判
定
一
つ
で
試
合
が
動

( 3) 1992. 3. 16 

校

酒

や

一

ア

レ

子

ど

も

の
成
長
記
鍬
ゃ
い
何
婚
式
な
ど
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
の
名
場
泌
は
、

い
つ
ま
で
も
き
れ
い
は
見
た
い
も

の
で
す
。
一
散
的
は
鈍
器
演
み
の
ビ
デ
オ

自

は
「
大
リ
ー
一
一
一
一
一
一
回
一
一
時
四
一
¥
ク
」

く
ん
で
す
。
試
合
を
全
部
自
分
で

仕
切
れ
る
の
が
楽
し
い
で
す
ね
い

と
審
判
の
魅
力
を
滞
る
。

卒
業
後
、
本
格
的
心
ブ
ロ
の
等

制
を

g
殺
し
、
夜
間
協
き
な
が
ら

投
開
は
野
球
の
審
判
を
松
山
り
た
。

セ
・
リ
!
グ
に
統
怒
、
昨
年
、
パ
・

リ
l
グ
の
審
判
試
験
を
受
け
た
が

の
舟
命
は
お
年
、

つ
い
て
は
(
録
一
約
一

で
も
)
2
0
0
0
間
以
上
と
さ
れ

て
い

の
メ

i
ヵ
ー
も
テ
;

ヅ
の
扱
い
方
や
保
管
場
所
な
ど
を

控
窓
さ
え
す
れ
ば
、
半
永
久
的
な

寿
命
も
可
能
は
な
り
ま
す
。

ビ
デ
宏
一
ア

i
プ
は
、
磁
気
、
熱
、

光
、
ホ
コ
リ
、
議
筑
は
は
弱
い
の

で
、
磁
気
や
熱
の
強
い
テ
レ
ビ
や

冷
液
…
約
機
、
発
熱
体
お
よ
び
そ
!

タ
i
機
器
等
の
そ
ば
応
援
く
こ
と

は
で
き
る
だ
け
瀧
け
ま
し
ょ
、
っ
。

こ
れ
に
よ
り
、
画
像
や
音
が
消

え
た
り
、
テ
i
ブ
が
ゆ
が
ん
だ
り

走
行
不
良
を
起
こ
す
ニ
と
も
な
く

捌
カ
な
ど
を
理
由
は
い
ザ
れ
も
不

合
格
に
。
ご
〕
の
ま
淡
で
は
終
わ
り

た
く
な
い
。
…
皮
は
本
場
ア
メ
リ

カ
野
球
の
審
判
を
勉
強
し
よ
う
」

と
決
心
し
、
友
尽
の
角
線
切
関
手

術
ま
で
受
け
禍
カ
会
工
*
。
に
矯

正
し
た
。
今
年
1
月
に
渡
米
。

球野口プカワ
た

J

f

t・
-w

ア

謡

立

FF
濯

の
合
広
島
市
{

拐
に
人
判

E
F

・

本

審

叫

詰

=

誌
の
・

4

・
醤さん
コド)

一

O
-ア
j

マ

イ

ン

テ

リ

ア

の

様

。

テ

l
マ
行
指
シ
ー
ズ
ン
を
…

…

機

後

え

(

ふ

す

ま

の

誠

り

校

、

ぇ

溜

え

て

「

安

全

に

安

く

仲

間

行

を

一

…

楽

器

も

行

い

ま

す

〉

楽

し

む

た

め

に

い

一

一

v
a持
3
月
お
臼
(
月
)
午
後

V
E持

3
R
M
a
(火
)
午
後
一

一

1
時
小
山
分
か
ら
午
後
3
持
部
分

1
持
部
分
か
ら
3
時

部

分

…

…
V
場
所
布
ル
拡
十
削
近
鳩
勺
ン
タ

V
場
所
天
王
台
北
近
練
中
」
ン
一

タ

ー

一

一V
講

師

法

草

子

氏

(

延

芸

員

安

(

先

話

)

一

一
ら
し
の

D
I
Y
ア
ド
バ
イ
ザ

)

w

v

擬

舟

無

料

…

…
V
定
員
初
名
(
餓
料

)

V

議
鰐
岩
崎
紘
閥
的
氏
〈
ト
一
ブ
一

…
V
持

参

エ

プ

ロ

ン

ベ

ル

研

究

家

)

…

…
V
臨
Ja--w
込
み
・
問
い
合
わ
せ

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
一

…

電

翻

で

市

畏

生

活

説

消

印

悠

一

出

窓

絡

で

市

民

生

活

謀

消

波

生

約

一

一m神
宮
(
部

)

1

1

1

1

m

m

岱

(

白

山

)

1

1

1

1

e

長
年
放
翠
し
て
お
く
と
、
ど
う
し
で
す
。
ど
デ
オ
デ
ッ
キ
の
ヘ
ッ
ド

て
も
デ

i
ブ
め
織
性
問
に
発
生
し
が
搾
れ
て
い
る
と
、
ノ
イ
ズ
が
入

ま

す

。

っ

た

り

、

テ

j
ブ
ぞ
い
た
め
だ
っ

そ
の
た
め
年
に
1
波
誠
、
テ
ー
し
ま
ナ
α

ブ
の
「
大
掛
除
」
が
必
裂
で
す
。
い
録
制
明
か
ら
こ
ま
め
に
ヘ
ッ
ド
の

っ
た
ん
テ

i
ブ
を
早
送
り
を
し
、
ク
リ

i
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
も
大

再
版
私
設
、
災
し
ま
す
。
さ
ら
は
、
野
切
で
す
。

心
な
の
が
ビ
デ
オ
デ
ッ
々
の
掃
除

V
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
採

一農業一一委一一覧一一一政誠一委員一段選…挙一一

、
‘ 。
i 
-今
寺
舎

ー
も
き

も
毛

も

ー

‘ l 
‘ 
‘ e e 
e 
s 

-e . 
‘ e e 
' 
‘ . ‘ 
ー
争

奪

' e a . ¥ 
' ‘ a 
' 令
‘ o 
' h 
-
ーーも

ー争. 
も
亀
令

な
り
ま
す
。

ま
た
、
意
外
に
見
出
判
官
札
て
い

る
の
が
、
ホ
コ
リ
と
カ
ピ
の
問
題

で
す
。ホ
コ
リ
は
、
カ
セ
ッ
ト
ラ
ッ
ク

や
本
械
に
設
納
ず
る
こ
と
明
、
避
け

ら
れ
ま
す
が
、
カ
ど
は
、
た
と
え
直

様
テ

i
ブ
に
手
が
触
れ
な
く
て
も

投
し
か
な
い
ブ
ロ
等
科
学
校
の

う
ち
「
ジ
ム
・
エ
パ
ン
ス
校
」
は

入
校
。
関
投
に
入
枕
し
た
約
1

5
0
人
が
、

1
ヵ
月
間
務
礎
的

な
野
球
の
ル
ル
か
ら
審
判
の

ジ
ヤ
ツ
ジ
の
仕
方
な
ど
会
学

ぶ。

3
校
合
わ
せ
て
約
3
5
0

人
が
ブ
む
の
審
判
を
目
指
し
た

が
、
合
格
し
た
の
辻
わ
ず
か
犯

人
と
狭
き
門
だ
っ
た
。

デ
ビ
ュ
ー
は
、

4
月
中
勾
の

ル
i
h吋
i
-
リ
i
グ
で
か
プ
レ

i

ポ
!
ル
d

を
宣
設
。

2
人
1
組
で

球
審
・
塁
審
を
交
代
し
な
が
ら

会
米
各
地
の
球
場
を
事
で
移
動

す
る
。
渡
米
を
簡
に
「
英
会
括
的

勉
強
と
慈
の
免
許
会
取
る
の
は

忙
し
い
で
す
ね
い
た
拠
級
会
見

せ
た
。
お
験
。

者多ももしてみまを-1..:6¥

生活

i 立
二三」候

補
予
定
者
説
明

4
月
2
臼
(
木
〉
午
後
2
詩

置
市
民
会
館
南
選
挙
菅
理
委
員

会
プ
レ
ハ
ブ
事
務
室

平
成
4
年
4
間
九
日

ω
段
、
任
期
満

了
に
停
う
我
掠
子
市
農
業
情
官
民
会

擦
問
川
一
般
選
挙
は
、

4
問n
M
U
S
に

俊一部、

4
月
刊
問
自
に
投
訴
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
の
日
程
は
、
次

め
と
お
り
で
す
。

立
犠
補
予
定
者
説
明
金

V
日
時

4
河
内
必
臼
{
木
V

午
後
2

時V
場
所
市
民
会
館
南
灘
犠
紺
倒
壊

議
員
会
プ
レ
ハ
ブ
事
務
室

立
綾
織
組
出
世
官
観
的
事
務
審
査

V
悶
時

4
月
6
日
(
月
て

7
n

{
火
)
、
両
震
と
も
午
前
四
時
か
ら

(
要
予
約
)

市
役
所
暗
部
館
大
会
議

V
場
所

室
此
備
機
の
麗
出
日

V
臼
時

4
Rバ
ロ
門
口

待問
ω
分
か
ら
午
後
5
時

V
場
所
市
民
会
館
海
選
挙
管
制
哨

レ
ハ
ブ
事
務
議

午
部
8

投
羅
臼

V
日
時

4n訪
問
M

(

日
)
午
蔀
7

持
か
ら
午
後
6
持

V
投
難
所
下
表
の
AA

選
挙
す
る
詩
凪
臓
の
数

V
定

数

詩

人

一
月
下
匂
の
水
田
で
、
夕
、
不
ツ

ケ
パ
ナ
が
ち
ら
江
ら
と
白
い
小
さ

な
四
弁
の
花
を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
。

タ
ネ
ツ
ケ
パ
ナ
は
亙
る
所
の
水

るむ
一
つ
一
つ
め
花
は
蕊
益
が
三

i
四
ミ
リ
と
小
さ
く
、
見
枚
、
ぇ
試

し
な
い
が
、
花
の
少
な
い
半
戦
の

々
と
咲
く
光
設
に
は
風
間
市

V
選
挙
権
、
被
選
帯
権

市
内
に
龍
一
併
を
有
し
、

議
件
が
あ
る
構
お
競
以
上
の
方
で

議
議
委
員
会
強
員
選
挙
人
名
簿
記

鷲
銭
さ
れ
て
い
る
方

※
日
ア
ー
ル
以
上
の
路
地
に
つ
き

耕
作
の
業
務
そ
営
む
者
か
、
そ
の

者
の
関
岡
山
の
削
端
技
ま
た
は
そ
の
配

偶
者
〈
耕
作
に
従
事
す
る
日
数
が

牒
林
水
産
省
令
で
瀧
め
た
臼
数
、

お
お
む
ね
mw
お
は
鴻
し
た
者
)
。

V
問
い
合
わ
せ
選
挙
管
理
香
只
会

こ
と
附
一
や

ユ

…

セ

…

公

一

、

一

セ
…
機
構
…
じ
二
れ

型
些
縦
一
関

筏
一
定
…
湖
一
新

所
一
所
一
所
一
所

帝
京
一
帯
檎
…
謝
説
明
一
冒
常

設
…
投
…
投
一
投

臨
一
廷
一
区
一
区

繁
一
菜
一
繁
一
一
泉

投
一
投
一
投
一
投

信
用
一
舘
山
市
一
端
都
…
樹
即

V投襲所

所主義投築所名

第 10回

タネさ歩合戸沢す議議為
璽思?

V
上
映
映
一
隅
「
わ
ん
ぱ
く
同
国
投

旅
行
i
M扮
年
諜
流
記
i
」
、
問
時

上
総
「
ア
ン
パ
ン
?
ン
」

V
入
場
料
前
兜
6
0
0
m門
(
当

日
7
0
0
問、

4
蹴
以
上
大
人
も

子
供
も
悶
額
〉

V
鵡
揖
券
販
売
一
般
市
内
幼
児
教

室
、
学
童
保
育
縁
、
市
民
会
館
内
宛

脂
ひ
ろ
が
り
、
平
賀
審
恵
、
ア
ッ
プ

が
あ
る
。
こ
の
政
は
秋
の
来
に
叩
討
を
出

し
て
、
初
め
は
税
問
の
山
地
だ
け

で
地
出
に
広
が
る
が
、
春
に
な

る
と
芽
を
仲
ば
し
て
花
を
つ
け

る。

と
い
う
名
は
、
稲

の
極
も
み
を
水
日
以
け
、
市
北

へ
撒
く
慣
に
訳
出
花
を
見
か
け

る
w

花
が
終
わ
る
と
果
実

が
で
き
る
が
、
山
市
突
は
吋
放
さ
が

二
セ
ン
チ
ほ
ど
の
川
柳
縫
い
冬
や

状
で
、
州
知
す
る
と
二
つ
に
裂
け
、

…
ふ
い
に
反
り
返
っ
て
中
の
極
予

を
税
一
き
飛
ば
す
。

夕
、
ネ
ツ
ケ
パ
ナ
沖
凶
器
の
摘
み

紘
の
…
つ
で
あ
り
、
ま
だ
議
の

山
山
な
い
若
い
も
の
を
採
っ
て
、

お
浸
し
と
か
泌
い
た
め
に
し
♂

食

ベ

ピ

と
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天王台花近縁センタ

民会館大会議室

3月20日付先}

3 rl21日(土)

14: 30-15 : 50 3悶悶
湖北会主力党救援さ3月22段〈臼}



の ぐち ひとみ 1 l r和楽園」ボランティア|
野口 1童ちゃん |卜 " ， 
(布施・ 1歳 3か月)I 。介掻ボランティア〈説明会〉

炉日時 4同情臼〈木〉午前10時か

ら竹時〈和主義圏〉

第825号

わたなべまさき

渡辺正樹くん
(i切北台.1 ii茂7か月)

平成4年3月7日現在 *世需数39，650世帯
人口121，931人 男61，什6人女60，815人
@市役所本庁 85一1111
⑬つくし野支所 84-8801
@湖北台支所 88-0828
⑧湖北支所 88-2111
@干行使支所 89-2358
⑧教育委員会 85ー竹51
@水道局 84-0111
@消防署 84-0119
@少年センター 84-1900
@保健センター 87-1131
@市民会館 84-33竹
@中央公民館 82-0515
@鳥の博物館 85-2212
⑧市民体育館 87-竹55

選野市民図怒館本館84-1110 湖北台
分館87-3055 布佐分館89-1311
移動図怒館 87-0909
塁審都市改造事務所 85一竹内
塁塁身体障害者福祉センター'88-:0141
⑧あらさ図 88-4~88
@つつじ荘 88ι0123
軍塾生活環i克課〈浄化惚)87-2379
〈ゴミ)87-0015(し尿)88-2547
⑧布佐南近隣センター 89-3740
織天王台北近隣センター 82-9988
⑬根戸近隣センター 83-5363
喜怒市民センター 寿83-7722 溜北
台88-9927 布佐89-1193

|歴史民族博物館企画展l
b期間 3月初日く祝〉から5月行

日(臼〉

~場所国立歴史民族1専物館企画

展示第7・2室〈佐倉市〉

美術家協会グループ展
(13，なの木会、墨雅会)

炉期間 3月26巴〈木〉から29白

〈巴〉午前叩時から午後5時(26巴
は午後?時から、 29日芯午後4時 炉テーマ料学の自でみる文化財

まで〉、市民会館 炉問い合わせ同舘管建部展示課

20434(86)0123 

0 ロコースjll?理基礎講習会
炉問い合わせぶなの木会…越阪

部位(82)8525、墨雅会…小泉公

(84)9983 

|第6回すみれのコンサートl
'日時 3用22日〈日〉午後2時、

入場無料

ー砂場所 天王台北近隣センター

炉問い合わせ あびこ児童宣合唱田

新井公(89)457つ

l洋ラン展と例会l
、日時 3月29日〈臼〉午後2時か

-.:>5時(根戸近隣センター〉
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高成 4年度青義忠外

l

働く人だちの授能を一定の基準

力隊員募集 明会 I [こより検定し、これを公証する平

授術や経験をいかし開発途よ国 成4年度前期の試験を行います。

※湖北駅北口から午前9時50分に の園造りに協力する脅年協力隊員 惨受信期間 4月6日から17日

送迎パスガ出ます。 の募集説明会を行います。 砂模定臓建 造園、塗装、機械加

惨申し込み・問い合わせ篭話で 惨日時 5月旬臼〈月〉午後6時30 工、フラワー装飾など62職種

社会福祉協議会合(84)1539へ 分から8時30分〈松戸市勤労会館〉 炉試験内容学制および実技試験

。庭づくりボランテイコフ ' 炉資格 20歳以上39歳までの巴本 炉問い合わせ干葉県蛾業能力関

和楽園の庭づくり協力者を募集。 国籍を持つlω身ともに健康な男女 発協会合Oヰ72(24)1610
炉連絡先特別養護老人ホーム和 惨募集人員 1000名〈約150職種〉

楽園〈中峠2473)宇野公(88)6261

事祉のネットワーク
くりの青空市出 l居者

砂隊員応募方法・問い合わせ所

定の願密により5月31日までに東

京都渋谷区広罵4の2の24湾年海
炉日時 3月29日〈日〉午前10時か 外協力隊事務局fi03(3400)7261へ

ら午後3時〈雨天時は4月5日〉

帳場所手賀沼公園多目的広場

炉問い合わせ篠原公(84)5276

FE硬式テニス講習会参加者
排日程 3月29日〈白〉から毎週日

曜午前9時から刊時(5固〉

険対象市内在住の高根生以上

~定員 50名〈多数の場合は抽選〉

~参加賀 2000円

炉申し込み 3月22巴〈日〉午前9

時から9時30分湖北台中央公園内

テニスコートで受出〈雨天実施〉

炉問い合わせ硬式テニスクラブ

北村合(88)2977、富沢ままく87)2243

学童保育室児童・指導員l

共働き家庭などの児蜜ガ安Ji!，YG

て放課後を過ごせる学蜜保賓室の

児蜜と指導員を募集します。

炉連絡先 *どんぐりクラブまま

(88)0195牢おおぞらクラブ公(84)

前10時から午後T時〈先送24名〉

b日程 4月から岳月第2火曜午 1710 *芝けのこクラブfi(87) 2474 

本ひまわりクラブ怨(85)1249*ひ

量砂場所 天王台北近隣センター ばりクラブfi(82)8030*たんぽぽ

〈場所ガ確保されだ場合|こ限る〉 クラブfi(89)3364*はやぶさクラ

険会費 T万6500円〈材料費含む〉 ブfi(83)2491*あすなろクラブ公

砂申し込み・問い合わせハガキ (84)9831 *つぱめクラブfi(84)

lこ住所、氏名、電話番号を明記し並 5779*ひかりクラブfi(88)7544

木 8の13の竹二階堂俊子公(82) I商業統f音調査(一般飲食后)
7877ヘ |のポスター

|パンとお菓子講習会| 炉応募内容一般飲食后ガ商業統

(10 回 コ ー ・ス)| 計調査に対する理解を深め、調査
除問い合わせ 我孫子深ラン会 排日程 4月から包月第?火曜午 !こ協力してい疋だける内容のもの

小倉公(82)0702、中野公(82)4878 前10時から午後T時〈先着30名〉 炉規格 *用紙の大きさはA2判

l我孫子の文化を守る会| 惨場所 天王台北近隣センター で縦長に使用し、色は白色を除き

史蹄 ・ 文学叡歩I (場所が確保されだ場合|こ限る) 4色以内*図案|こ「通商産業省」、
炉日時 3月29臼〈白〉午前9時天 炉会費 う万2000円〈材料費含む) r商業腕調査〈一般飲食呂)J、「平

王台駅北口集合 惨申し込み・問い合わせハガキ成4年10月 f日J の文字を入れる

炉内容柴崎神社、さ[ぎ大師、東源 に住所、氏名、電話番号を明記し中 *標語、写真は使用しない*作自

寺、名主川村家等の見学 峠1768の5潔賀盛子会(87)2064へ は未発表のもので、裏面に住所、氏

問加賀 200同〈資料憎む) n:."'~) rr隣国官補開園 名、職業〈学生は学問、学年〉棚

砂申し込み・問い合わせ電話で 回当遇、単錨唱4舗も醤胡 記

32Zfまで目白台ω I r久遠苑J介護教窓生lE語〉Z222子4322
我孫子国際~流の会| 炉日程 4月から自月 T回土曜の 所文密諜統針係へ持参又(ま郵送

講演会と総会| 午後け年問、参加無料) lilDびこシルクロード・|
炉期日 4月5日〈白〉、市民会麓 》場所特剖盤護老人il¥ーム久遠 |サー ク ル会員|

。講演会 〈午後3時から90分〉 苑(白寿208)

Pテーマ・講師 「もう つの由国 V 申し込み・問い合わせ久遠苑

日本J、キャサ1)ン岡野氏 井上fi(87)3141

炉入場料無料

※総会は午後T時から3時に開催 l太極拳教室生[
炉問い合わせ 宇田I11まま(82)0045、 ~日程 4月 f巴から岳遭水曜午

仁枝fi(84) 7709 後2時から午後4時〈計10回、 4月

炉湾雲酒田 4月竹白から自月第2・

4 土曜〈午後?時3C分~4 時30分〉

炉会場・年間テーマ主に市民会

館、古代インド史とシルクロード

炉連絡先 寺嶋ままく82)1200

l湖北台若竹剣友会会員|

|第 7回春蘭展I72221or体育館 :23日却222222完33
炉期間 3月21日〈土〉、 22白〈臼〉 炉定員 30名〈多数の場合は抱選〉 から正午〈湖北台西小学校体育館〉

午前9時から午後6時 惨申し込み・問い合わせハガキ 惨費用入会費3000円、会費前・後

伊場所井手巴ホーjレ〈手賀沼公 に教室名、住所、氏名、年齢、性別、 期各3000円

園前〉 電話番号を明記し，、 3月25日〈水、 炉入会 練習日に会場で受けイ寸け

炉問い合わせ我孫子東津関友の 1QI，¥着〉までに我孫子1684教育委員 炉問い合わせ瀬崎ままのの99旬、

会秋妓まま(88)2339 会体育課宜主(85)竹町ヘ 刷業まま(88)8470

⑮ 

必ず確認しましよう。

炉問い合わせ相県税事務所

公(47)1231

。市スポーツ少年団野球専門部様

から身体障害者福祉センターとチ

ャリティーゴルフ大会収益金で般

送用機材(27万円相当〉の寄贈ガあ
l車の買換、譲渡腐をしたら| りきしだ。

自動車税〈県F見)1d:、原則として 0村上チカエ様〈湖北台〉から揮害

市議会定例会日程
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。 3月何回〈月)から18日〈氷)

予算審査特別委員会

。3月刊日(木) 護員長報告、

討論よ採決、農業委員会委員の推

薦、閉会

炉問い合わせ市議会事務局

R6月

R1火

R8水

Jl9木

4月 T日現在の車検証の名義人!こ 福祉のだめにと車いすの寄贈ガあ

課税されまです。買い換え疋りして りぎしだ。，

も車模証の至宝韻ガそのままですと 0市民の方〈屡苫〉から緑の基金に

元のij[もあな疋に課税されます。 ーと 2 万円の~f寸ガありましだ。

登録変受は業者まかせにせず、 。朝巴観光〈株〉東我孫子力シト1)

回r消費生活粗~=市民相談室位∞~15:00
て..，ω配ごと相談=寿市民センターg:OO~低00
宮市民図3書館休館 町燃の博物館休館 四・つつじ涯休館

『法律栂E炎z市民相談室町∞から先劃侶程度
t つつじ在休館

ークラブ様から社会穣祉事築基金

!ことチャリティー大会収援金23万

550円の寄巾ガありまし定。

。パチンコフラミンゴ様〈つくし

野〉からひまわり掴にと冷蔵庫の

寄贈がありましだ。

お詫びと師、訂正

3月T日号3菌、 3聞の日曜・

休日当番医のま受中、 22日の塁野

医院の電話番号(84)5555はく88)

2248の誤りです。お詫びして訂

正します。 さt~，

盟
3
月
翻
網
棚

庁消費生活相E炎=市民相談室10:00~15:00

げ年金相談=市民相談室10:00~15:00
広r健康相E炎=つつじ珪竹:OO~12:00


